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平成２７年度第５回 「墨田区次世代育成支援行動計画推進協議会」・ 

「墨田区子ども・子育て会議」議事要旨 

 
 

日時：平成 28年 1月 28日（木）午後 6時 30分～8時 5 分 
会場：曳舟文化センター レクリエーションホール 

 
次 第 

１ 開会 

２ 議題 

議  題 資料№ 
１ 病児・病後児保育の実施について 資料 1 
２ 小規模保育所の認可について 資料 2 

３ 3歳児以上の受け入れ不足に関する意見書について 資料 3～7 
４ 子育て支援ネットワークづくりについて 資料 8～12 
５ 平成 28年度実施予定のニーズ調査の質問項目について  資料 13・14 
６ 評価指標検証ワーキンググループの設置について 資料 15・16 
７ 協同的学びプロジェクト公開保育の実施結果（光の園保育学校・あづま幼稚

園）及び合同発表会の開催について 
資料 17～19 

８ その他 資料 20 
３ その他  

４ 次回開催予定 

 日  時：平成 28年 3月  日（ ）午後 6時 30分～8時 30分 
会  場：  
主な議題：平成 28年度におけるニーズ調査の実施について（実施時期・対象・調査内容等） 
５ 閉会 

 
配布資料 

資料 1 都立墨東病院における病児・病後児保育の実施について 
資料 2 小規模保育の認可にあたっての意見聴取について 
資料 3 曳舟地域における 3歳児を受け入れる保育園不足について 
資料 4 墨田区の子どもの人口推計 
資料 5   28年 4月入所の募集数（認可保育園）一次 

28年 4月（家庭的保育者・小規模保育所）定員・募集数 一次 
資料 6 3歳児定員の必要数について 
資料 7 保育園 3歳時枠不足に関する意見書に対する乳幼児WG検討概要 
資料 8 子育て応援団（仮称）意見交換会 平成 27 年度第 1 回子育て支援ネットワーク化会

議 
資料 9 平成 27年度第 1回子育て支援ネットワーク化会議記録 
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資料 10   子育てひろば地域相談ネットワーク事業（ひろばねっと）イメージ図 
子育て家庭をとりまく地域ネットワークのイメージ図 

資料 11   要保護児童対策地域協議会とは 
（児童虐待予防のための発見・対応マニュアル（関係機関用）〔墨田区〕より抜粋） 

資料 12  平成 27年度第 5回「墨田区子ども・子育て会議」・「乳幼児ワーキンググループ」議事 
     要旨 
資料 13 〔墨田区子ども・子育て支援ニーズ調査〕へのご協力のお願い 
資料 14  ニーズ調査票追加質問項目（案） 
資料 15  「評価指標検証ワーキンググループ」の設置について 
資料 16  「評価指標検証ワーキンググループ」委員名簿 
資料 17   乳幼児ワーキンググループ専門部会 
         「子ども主体の協同的な学びプロジェクト」公開保育実施結果 
資料 18  （仮称）幼稚園・保育園による「子ども主体の協同的な学びプロジェクト」合同発表会

の開催について 
資料 19  「子ども主体の協同的な学びプロジェクト合同発表会」チラシ 
資料 20   指定管理者制度導入、公私連携制度導入におけるコスト比較 

 
出席者（敬称略） 

 ○委員 

大豆生田 啓友（玉川大学教育学部乳幼児発達学科教授） 
野原 健治（興望館館長） 
髙嶋 景子（田園調布学園大学子ども未来学部子ども未来学科准教授） 
長田 朋久（横川さくら保育園長） 
西島 由美（にしじま小児科院長） 

服部 榮（社会福祉法人 雲柱社理事長） 
押田 剛（主任児童委員） 
相澤 しのぶ（立花吾嬬の森小学校 PTA会長） 
佐瀬 一夫（中学校 PTA連合会会長） 
内田 淳（青少年委員協議会委員） 
森 八一（青少年育成委員会連絡協議会副会長） 
新木 真理子（ひまわり保育園施設長） 
賀川 祐二（NPO法人 病児保育を作る会代表理事） 
熱田 美帆（公募） 
小林 佳香（公募） 
佐藤 摩耶子（公募） 
荘司 美幸（公募） 
関 舞衣子（公募） 
陳 晨（公募） 
田谷 至克（寺島中学校長） 
青塚 史子（八広保育園長） 
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＜欠席委員＞ 

杉浦 浄澄（江東学園幼稚園副園長） 
伊丹 桂（文花子育てひろば施設長） 
小菅 崇行（小菅株式会社代表取締役会長） 
中村 信幸（連合墨田地区協議会議長） 
本多 美絵子（両国幼稚園副園長） 

貞松 成（株式会社 global bridge 代表取締役） 
木村 律子（公募） 
近藤 ゆき江（八広幼稚園長） 
保坂 登（緑小学校長） 

 ＜傍聴＞ 

  1名（女性 1名） 
 ○部課長出席者 

  青木 剛（福祉保健部長）、後藤 隆宏（教育委員会事務局次長）、石井 秀和（子ども・子育て支援
担当部長）、小倉 孝弘（子育て支援課長）、杉崎和洋（子ども課長）、村田 里美（子育て支援総合
センター館長） 

 ○事務局出席者 

  高橋・岩崎・浦辺・田村・遠藤・戸村・酒井・高梨 
 ○事務局（㈱地域総合計画研究所） 

  佐々木 
 
１ 開会  

事務局 これより開催する。 
委員の出席状況について、現時点で 30名の内、過半数以上が出席しており、定足数を

満たしているため、会議は有効に成立している。傍聴者の出席、記録用の写真撮影と録

音を了承願いたい。 
また、前回の平成 27年度第 4回の会議記録を委員に配布し、一部修正の上、議事録と

して確定している。 
12月 16日と 1月 13日に乳幼児ワーキンググループ（以下、WG）を行い、本日の議

題について報告と検討を行った。また、1月 12日に企画会を行い、本日の会議の事前調
整を行った。 

 
２ 議題  

（１）病児・病後児保育の実施について  

事務局 （資料 1について説明） 
会長 何か意見等はあるか。（特に意見なし） 
 
（２）小規模保育所の認可について  

事務局 （資料 2について説明） 
会長 何か意見等はあるか。（特に意見なし） 
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（３）３歳児以上の受け入れ不足に関する意見書について  

事務局 （資料 3～7について説明） 
会長 何か意見等はあるか。（特に意見なし） 
 
（４）子育て支援ネットワークについて  

事務局 （資料 8～12について説明） 
会長 何か意見等はあるか。（特に意見なし） 
 
（５）平成２８年度実施予定のニーズ調査の質問項目について  

事務局 
(地域研) 

（資料 13・14について説明） 

委員 育休について、何歳までというよりは 4月まで取りたいということを良く聞く。会社へ
の要望になってしまうかもしれないし、慣らし保育もあるため 4月いっぱいまで取りたい
とする要望があると思うが、そのような質問はできないか。 

事務局 検討させていただく。 
調査は 2年前に議論を重ねたものであり、委員の意見を踏まえながら、それを基本とし

て作成したい。次回の会議に案として提示したい。 
会長 事務局へ意見を出してほしい。 
事務局 意見は 2月 22日（月）までにメールや FAX、電話等でお願いしたい。 
 
（６）評価指標検証ワーキンググループの設置について  

事務局 （資料 15・16について説明） 
会長 何か意見等はあるか。（特に意見なし） 
 
（７）協同的学びプロジェクト公開保育の実施結果（光の園保育学校・あづま幼稚園）及び合同発表会の開

催について  

委員 （資料 17～19について説明・報告） 
会長 誰でも参加できるため、色々と呼びかけてほしい。 
委員 保護者や区民の方だけではなく、小学校の先生へも案内するとなっている。 
委員 実際に配付するチラシはこの内容か。それとも、どのようなことが聞けるかもう少し分

かるような内容になるのか。 
事務局 この内容で考えている。 
委員 説明があった内容がチラシから読み取れないため、どのような内容が聞けるか、具体的

な内容を盛り込めたら良いと思う。 
事務局 工夫してより詳しく案内したい。 
会長 長田委員と高嶋委員からのアドバイスもお願いしたい。 
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（８）その他  

（a）コスト比較について  

事務局 （資料 20について説明） 
委員 私立園にすることは問題ないが、保育士の給与が下がっていくことが問題ではないか。

そのようなことを区で監視していく考えはないか。 
事務局 保育士の処遇改善には都の補助制度があり、各私立園へ運用をお願いしている。実績等

を書面で提出することとなっているため、確認して個別に話していきたい。 
 

（b）区立保育園での食物アレルギーについて  

事務局 （区立保育園で発生したおやつ提供による食物アレルギーについての経過報告と原因、

今後の対応について説明） 
会長 何か意見等はあるか。（特に意見なし） 
 
３ その他    

委員  学齢WG関係については事務局で進めているが、事務局から情報提供をお願いしたい。 
事務局 放課後子ども教室は、いきいきスクール型と校庭開放型の 2つの型で実施しており、地

域の協力を得ながら徐々に展開していきたい。また、来年度に向けて学童クラブと放課後

子ども教室の合同による事業実施を考えている。幼保小中の一貫教育について、中学校の

学区で平成 25年度から事業を展開し、生活指導上の連携や交流を中心に行っている。今
後、学習面での動きが出てくるだろう。 

委員 各学校の思いや狙いがある中で、例えば、体力向上や職場体験の取組による成果が出

ていて、ブロックによる縦のつながりや地域のつながりがある。今はあいさつ運動に取り

組んでいる。幼保小中による連携は年々充実してきている。 
委員 公募委員の 7名で集まり、当事者として、周りの当事者へ制度などをどう伝えていくか、

会議でどこまで聞いていいのかなど、会議の進め方などについて意見交換を行った。 
会長 画期的な企画だろう。不明な点は会議で聞いてほしいし、今後も何か企画があれば提案

してほしい。 
委員 協同的学びプロジェクトの合同発表会について、学校の先生に見てほしいと考えている

が、小学校へ実際に声掛けを行っているのか。個別に熱心に声掛けをしてほしい。 
事務局 声掛けをしていく。 
 
４ 次回開催予定   

事務局 次回は 3月の予定だが、日程は決まっていないため、決まり次第、連絡する。 
会長 以上で、閉会とする。 

以上 


